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第1章　 緒 言

広範に分布している全身の骨髄 に於て,そ の機能

あるいは機能を左右する因子 が,そ の部位 によつて

同一状態におかれているか否か,又 各種病 的状態に

於て,更 に年令的にどの様に変化す るかということ

は興味あ る問 題 で あ る.

Neumann68)(1868)及 びBizzozero57)(1868)が 初

めて造血に対する骨髄 の意義 を認識 して以来,赤 色

髄分布に関 してNeumann69), Hunter65), Piney71),

 Askanazy56), Cueter & Ahlfeld61)等 の研究があ る

が,何 れも皆形態学的所見であり,機 能的方面に関

しては,そ の方法の困難なる為 に満足すべ き文献 は

非常に少い. Arinkin55)(1929)が 従来の骨髄穿刺法

を簡易化 し口径1～1.5mm,長 ち3～4cmの 穿

刺針を以てする方法を発表 して以来,従 来の欠点は

大いに改善せ られ,広 く臨床に応用 され不可欠の地

歩を占め,骨 髄 の細胞形態学は長足の進歩を遂げた.

森田50)は正常家兎 を用 いて骨 髄 の穿 刺部位別に

有核細胞数と骨髄像を検討 し,有 核細胞数は変化す

るが,細 胞組成 には部位によ り相違がないことを認

め,又 菅原21)の報告 に よつ て も同様の結論が得 ら

れている.正 常時に骨髄 の機能を部位的に観察 した

研究 では,副 島22)の 燐代謝が骨 髄 の 部 位によつて

異ることを認めた報 告及び塙本36)の 正 常 家兎骨髄

の糖量測定実験があ るのみで,病 的状態 に於け る骨

髄機能を部位的に観察 した報告はまだみ られ ない.

扨 て骨髄の物質代謝の中で呼吸解糖作用は造血臓器

の機能 と極 めて密接な関係を有 してを り,骨 髄の病

態生理解明上 重要な る地位を占めてい るもの と思 わ

れ る.こ の骨髄呼吸作用 の面 よ り,骨 髄部位により

その機 能に差異がある否かについて検討 した報告 は

未 だこれを見ないので,私 はここに正常家兎骨.髄各

部分に於ける酸素消費量 について比較を行い,こ れ

に推計学的検定を加え,新 たな る知見 を得たので報

告す る次第であ る.

第2章　 実験材料及び実験方法

第1節　 実験材料

実験動物 としては生 後3カ 月目の体 重2kg前 後

の白色雄性家兎を使用 し,購 入 後一定の飼育5～7

日を経過 してか ら末梢血液に異常 を認めない事を確

めた.

第2節　 実験方法

(1)家 兎の頭部 を強打 し頸部動,静 脈を切断 し,

失血死せ しめ,長 管骨群 にては大 腿骨,上 腕骨,経
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骨,橈 骨を,扁 平骨群 に於ては肩胛骨,〓 骨,及 び

対照の 意味で大腿骨 を取 り出 し,長 管骨群 にては両

側の骨端の骨質部 を切断 した後鎚 にて骨に割線を入

れ,扁 平骨 に於ては之に準 じて出来 るだけ細心の注

意を加えつつ割線を作 り骨髄 を原形の まま取出し,

重曹を含まない リンゲル氏液 中に浮游 させ た後シヤ

ー レの蓋の上に乗せ て教室 清水20)の 方 法 により両

手 にグレエフエ氏線状 刀を交叉させ て持 ち,そ の間

に骨髄をはさみ,一 方の刀で骨髄 を押え る様にして,

他 方の刀を之に平行に持 ち一気に左右 に滑 らせつつ

限 界切片厚内の切 片を作製 した.

(2}測 定部位としては大腿骨幹部,大 腿骨端部,上

腕骨幹部,上 腕骨端部,脛 骨,橈 骨の6部 位を長管

骨群 とし,扁 平骨群では肩胛骨,〓 骨の2部 位 と対

照の意味で大腿骨 幹部 を加えた3部 位を測定 した.

(3)採 取骨髄使用方法

i)大 腿骨及 び上腕骨の 骨 幹 部ならびに骨端部

については骨幹部 は中心部4分 の2を,骨 端部 は近

位端4分 の1を 材料としてとる様 に一定 した.

ii)経 骨骨髄は比較 的に細 長 く,近 位端 はほと

んど常に赤色髄で あるが,骨 幹部 より遠位骨端部に

わたつて は黄色髄 に変化 してい る事が多 く骨髄部分

の個体差が著 しいので常 に近位端3分 の1を 材料 と

して用いる様に一定 した.

iii)橈 骨骨髄 は極 めて細 く且 つ長 く切片 とした

場 合枚数は多いが他部位 と同一程度の乾燥重量 とな

る様にす る為に全長にわたつて材料 として使用 した.

iv)肩 胛 骨で は外縁部 で後肩 胛 骨角よ り肩胛骨

頸 までの骨髄の全長を使用 した.

v)〓 骨では腸骨部の骨髄 を使用 した.

(4)以 上の如 くして作製 した切片を重曹を含まな

い リングル氏液中に浮游 させてお き,此 の切片を使

用 してWarburg氏 検 圧 装 置 によ り酸素消費量を

測定す るのであ るが,容 器 は 円錐 状 で 内容 積 約

20ccの ものを使用 した,浮 游 液 に関 しては,重 曹

を含 まない浮游液 は藤田40)の 著 書に従 い,

9.0g/l　 NaCl　 100cc

11.5g/l　 KCl　 2cc

12.2g/l　 CaCl2　 2cc

の割合に加え たものを使用 し,

呼吸用浮游液は

9.0g/l　 NaCl　 100cc

11.5g/l　 KCl　 2cc

12.2g/l　 CaCl2　 2cc

13.0g/l　 NaHcc　 32cc

の割合とし,この リンゲル氏液 を主室に2.0cc,対 照

にも2.0cc入 れ,副 室 には10%のKOHを0.3oc

入れ,之 を検圧計に装着 して,純 酸素を通じ,容器

内液相気相の平衡を得 るために充分に振盪を行つた.

以上 を要約 し容 器内 に入れ る各材料,浮 游液,炭酸

ガス吸収剤及び使用ガスは表1の 如 くである.

表1

(5)恒 温槽は38℃ に保 ち,振 幅は5cm,毎 分

120回振盪 とし, 15分 間の予備 振 盪 の後,検 圧計の

読みを開始 し,後10分 毎に1時 間計測した.な お、

家兎の瀉血死よ り振盪開始までの時間は可及的短時

間とな る様にしたが,多 部位の骨髄採取より切片作

製 に至 る迄の時間が費 され る事を考慮 し,又 実験回

数 を重ね るに従つて少 しく時間も短縮 される事を考

慮 して,約2時 間半よ り3時 間になる様に一定した.

(6)振 盪終 了 後,副 室 中のKOHを ビペットに

て吸 引除去 し,脱 脂綿にて副室 を清拭 した後,容 器

内容を浮游液 とともに重量既知の蓋付秤量瓶に移し,

容器を約2ccの 蒸溜水 にて2回洗滌し容器壁に附着

している骨髄小片 も秤 量瓶に完全に移す様に努めた.

この秤量瓶を60℃ の電気恒温乾燥器に入れ約4時

間にて水分蒸発を計 り乾燥せ しめる.冷 却を待ちエ

ーテルを入れ一昼夜有蓋にて放置 して後,脂 肪含有

エーテルを除去 し,更 に4時 間毎 に2回 同様にエー

テルを入れ換えて脂肪 を分 離 し,デ シケーター内に

少 くも一昼夜貯え,重 量一定 にな るを待つて,化学

天秤にて秤量 した.秤 量に際 してはデシケーターか

ら取出すと共 に 直 ちに栓を施 し0.1mg迄 化学天

秤 にて秤量 して,容 器の重量及び リンゲル氏液中の

塩類の重量を計算によりて差引き,之 を無脂肪乾燥

重量 とす ろ.得 られた ガ ス圧 の変 化より計算した

Xo2を 無脂 肪 乾 燥 重 量(mg単 位)で 除した値を

Qo2と した.な おN11, N13, N14,に ついてエー

テル溶性脂質重量 を求めたが,之 は勿論エーテル使

用前後の重量の 差より求 めた ものである.
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第3章　 実 験 成 績

第1節　 長管骨群の酸素消費量

表2,図1に 示す如 く,正 常家 兎骨髄の長管骨群

の各部分に於けるQo2は 大腿骨幹部4.42土0.33,

表2　 正常家兎骨臓 の各部分 に於けるQo2

(長管骨群)

図1　 正常家兎骨髄の各 部位に於け る酸素消費量

大腿骨端部4.65±0.53,上 腕 骨幹 部4.02±0.49,上

腕骨 端部4.18±0.34,脛 骨4.00±0.44,橈 骨2.74±

0.71と な り大腿 骨及 び 上腕 骨 では 骨端 部 のQo2は

骨幹 部のQo2よ り僅 か に 大 で あ り,大 腿 骨,上 腕

骨,脛 骨,橈 骨の順に小とな る.特 に橈骨骨髄 は全

般に低値を示 しN2, N4, N8, N14,を 除 いては

極度 に低値を示 した.肉 眼的所見に於ては脛骨の遠

位 骨端部,橈 骨の骨幹部 より遠位骨端部にかけては

黄色髄に変化 して いるものを多 く見 た.

第2節　 扁平骨群 の酸素消費量

表3,図1に 示 す如 く扁平 骨 群 に 於 ては肩胛骨

4.35±0.41,〓 骨4.50±0.58と な り,〓 骨は肩胛骨

表3　 正常家兎骨髄の各部分に於け るQo2

(扁平骨群)

よりも大な るQo2を 示 し,何 れのQo2も 大腿骨幹

部のQo2 5.16±0.45よ り低値 を示 した.扁 平骨群

では長管骨群に於け る橈骨の如 き低 値を示 した例は

N15,の 〓骨を除いて は 他 に 見なかつた.肉 眼的

には何れの部 位の骨髄 も完全な る赤色髄 を保有 して

いた.

第3節　 推計学的考察

正常家兎骨髄 の各部位のQo2を 比較検定 すると,

表4に 示す如 く18組の比較でa=0.05で12組 に有意

差が認められた.長 管骨群ではFsの 値 を通じて見

るに橈 骨骨髄のQo2と 他部位のQo2の 間に於け る

有意差が特別に顕著であ り,扁 平骨群では肩胛骨 と

〓骨 の間には有意の差が認 められなかつた.
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表4　 正常 家兎骨髄部分によるQo2の 有意差 の検定

第4節　 エ ー テル 溶性 脂 質 重 量 につ い て

N11, N13, N14,の3例 に つ い て 実 験 方法 の

項で述べた如 く,エ ーテル溶性脂質重量についてそ

の値を求 めた所,表5の 如き成績を得た.即 ちエー

表5　 正 常家兎骨髄各部分に於けるエーテル溶性脂質重量及びその百分率

テル溶性脂質重量の百分率の平均値は,橈 骨骨 髄に

於 て特に高値 を示 し,橈 骨以外では大差のない値を

示 した.

第5節　 季節差に関 して

長管骨群及び扁平骨群 の各実験は,前 老は夏季,

後老は冬季 に行つた実験であ るために,今 後に於け

る実験に季節的影響が介入 して来 る事が考えられる

ので,上 の2実 験 に於 け る大腿骨幹部のQo2に つ

いて,季 節差の有無に関 して推計学的検定を行つた

所,表6の 如 く明 らかに両者に有意の差が認められ,

冬季の方が夏季に比 して高値を示 し,約17%上 昇し

ていた.
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表6　 大腿骨幹部Qo2の 季節差に関する検定

第6　節 酸素消費量の時間的経過

長管骨群に於ては大腿胃幹部 と橈骨 に関 して,篇

平 骨群に於ては大腿骨幹部,肩 胛骨,〓 骨について

毎10分 酸素消費量を求 めた所,表7,表8,及 び図

2,図3　 の如き成績を得た.即 ち長管骨群,扁 平骨

群 の何れの部分 に於 て も,特 に 時 間的経過 と共に

Qo2の 減少度 が著明であ る部位は認 め られず,特 に

長管骨群 に於け る切片作製の困難な橈骨及び扁平骨

表7　 大腿骨幹部及び橈骨 に於ける毎10分 酸素消費量

表8　 大腿骨幹部,肩 胛骨及び〓骨に於け る毎10分 酸素消費量
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図2　 大腿骨幹部及び橈骨に於け る毎10分

酸 素消費量

図3　 大腿骨幹部,肩 胛骨及びな骨に於け

る毎10分 酸素消費量

群 の2部 位 に於 ける実験成績に於て も,切 片作製の

比 較的容易な他部 とのQo2の 差異 が実 験過程によ

る歪 んだ ものでない事を確め ることが出来 た.

第4章　 総 括 並 に 考 按

以上の実験成績を総括すれば次 の通 りである.即

ち正常家兎の骨髄酸素消費量を長管骨群,扁 平骨群

の両群に於て部位別に求めて,之 を推計学的に検定

した所,

1)長 管骨群に於ては大腿骨及び上腕骨では骨端

部 のQo2は 骨幹部のQo2よ り僅 かに大であ り,大

腿骨,上 腕骨,脛 骨,橈 骨の順に小とな り,本 群 に

ては15組 の比較で10組 に有意差が認め られた.

2)扁 平骨群 では対照 として測定 した大腿骨幹部

のQo2よ り肩胛骨,腕 骨のQo2は 低値を示 し,肩

胛骨 より腕骨が高値 を示 したが両者の間には推計学

的に有意の差 が認め られなかつた.両 者 と大腿骨幹

部のQo2と は有 意差が認 め られた.

3)エ ーテル溶性脂質 重量を長管骨群に於て求め

た所,橈 骨骨髄が他の5部 位に比 し特 に高率を示し

た.

4)季 節差が夏季実験 と冬季実験の間には存在し,

即ち冬季の方が夏季に比 し高値を示 した.

5)各 部位のQo2の 時間的 経 過は切片作製方法

の困難な部 位特 に橈骨,肩 胛骨.腕 骨で大腿骨幹部

と著差を示 さなかつた.

扨て教室上原5)他 はWarburg氏 検圧 計を用い

て骨髄 の呼吸解糖作 用を測定 する方法論を詳細に論

じているが,限 界切片厚内の切 片を用いる切片法と,

安全剃刀の刄を用いて縦横に乱切し,出 来 る限り細

分 した骨髄を使用する所謂乱切法を比較 し,呼吸値

は全例共 切片法が高値を示 し,両 者の間に有意の差

を認め,毎10分 にQo2を 比 較 し乱 切法では切片法

に比 して時間の経過 と共にQo2の 減 少度が著明で

あるとし,之 は乱切法 に於ては切片法に比 して細胞

の傷害甚 しく,又 振盪の初期 には材料は比較的均一

であるが時間の経過 と共に大小不同の凝塊を形成す

る事が多 く,限 界切片厚を満足 しない場合も生じ,

又検圧中に一部 の材料が容器内壁に糊着することに

よるもの と論 じて いる.私 の実験に於て先づ第一に

言及批判せ られ るべ きは各骨髄部位の切片作製方法

の困難 なる事であり,大 腿骨幹部,及 び端部,上 腕

骨幹部及 び端部,脛 骨,は 比較的に容易であるが,

橈骨骨髄及び肩胛骨,〓骨に於ては,前2者 は余りに

も細長であ る為に,〓 骨 は太短であり何れも骨髄採

取が困難で,採 取後の切 片作製 も容易ならざる為に,

この3部 位が実験過程 に於で乱切法に近いものとな

る可能性が考え られたので,骨 髄採取及び切片作製

には出来 る限 り細心の注意を払つた.而 してこの3

部位のQo2の 時間的経過が大 腿骨幹部のQo2に 比

して,減 少度の著 しきを見なかつた為以上の懸念は

消失 した.

赤色髄 の分布に関 してはNeumann69)(1882)は 健

康な る成 人では四肢骨全部が完全に黄色髄か,又 は

上腕 と上腿の上部(上 骨端部 とそれに隣接した骨間

部)に 赤色髄があ り,四 肢 の爾余 の末梢部は全て黄

色髄であ り,そ して急性,慢 性の種々の病的状態で

黄色髄 よ りの赤色髄への再生は遠心性に行われ,そ

の際上腕骨 と大腿骨のみでな く,前 腕と下腿の上部

骨端及び骨幹 と下部骨端更 に,末 梢へ及ぶと述べて

を り,逆 に脂肪化は四肢骨の末梢から躯幹へ向つて
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進行す ると結論して い る. Hunter65)は 成人に於 て

は,赤 色髄 は長骨の終末部,肋 骨,頭 蓋骨に限局 さ

れると述 べ て いる. Piney71)はNeumann69)の 材

料では幼児 期の分布状態を記載す るには不 充分であ

ると述べて, 3才 か ら83才の間に於け ろ91例につい

て詳しく調べてをり,中 で も脊椎の骨髄 は生涯を通

じて赤色髄であ り,只 一例のみ肉眼で83才 の女に脊

椎で脂肪を認め,こ の例では第3腰 椎 より上部では

脂肪が見られず,仙 骨の最上の分節 と第5腰 椎に於

て第3腰 椎より多 くの脂肪を認めたと報告 してお り,

又次の様 に結論 している.即 ち骨髄は肉眼的に観察

され る様 に一生を通じて変化 しつ づけ,四 肢骨に於

ては細胞髄は年令と共 に段 々と減少 し,脂 肪は これ

に伴つて進行的に増加し, 16才 と18才 の間の期肢骨

では赤色髄は主に長骨の終末部に限局せ られ ると信

ぜられ,骨 髄の分布の成人の様式は25才 で達せ られ

るが,幾 つかの骨では もう少 し早 く最終分布 に達せ

られると述べている.

Rastelli72)の人体に於ける骨髄分布の模型図 によ

ると,赤色髄は主に脊椎,肋骨の大部分及び〓骨 の一

部に存 し,上腕骨,大腿骨,脛 骨の骨端之に次いで,前

腕その他 には極めて少い.但 し本図には頭蓋骨,肩 胛

骨に関 しては記載がない.又Cuater and Ahlfeld61)

は100例の人体 について,脛骨,大 腿骨,肋 骨,胸 骨,

脊椎の各骨髄に於ける赤色髄 と脂肪髄の比率の年令

的推移をグラフとして表現 している.之 によると10

才頃では脛骨は約37%,大 腿骨幹部 は約75%,肋 骨

は約87%,胸 骨 は約90%,脊 椎は約92%,の 赤色髄

を有し, 20才頃では脛骨では殆ん ど赤色髄はな く,

大腿骨幹部で約10%,肋 骨で約65%,胸 骨で約73%,

脊椎で約75%の 赤色髄を示 し,殊 に胸骨,脊 椎 は其

の後の年令に於て も著 しい減少はない.又 刺戟 に対

する骨髄の赤色髄再生反応は脊椎骨髄が最 も強 く,

胸骨,肋 骨,大 腿骨,脛 骨の順に弱 くなると云 う.

 Askanazy56)は成人の大多数 に於て大腿骨,上腕骨の

近位骨端 部 と,骨 体部 に も多 少 赤 色髄 を 有 して

お り,そ して 脊椎 骨,肋 骨 等 の 如 き躯幹骨 には

脂肪髄 はない と述べてい る.以 上諸家によ ると多少

の相異はあるが,赤 色髄は長管骨特に末梢部 に少 く

短骨に多いことは概ね一致 した意見である.私 の実

験に於けるエーテル溶性脂質重量は長管骨群 で橈骨

に極めて多い成績を得た.

森用50)は家兎を用いて穿 刺部 位別 に有核細胞数

と骨髄像を検討 し有核細胸数は上腕骨,大 腿骨上部,

大腿骨下部,経 骨上部の順 序を もつて減少 するが細

胞の組成は骨の部位によつて相違のな い ことを認 め

ている.又 菅原21)は健 常 家 兎で左右の大腿骨の上

及び下部,脛 骨上部,上 腕骨を穿 刺 してその骨髄像

を比較 し有核細胞数にはかなりの差を認めたが,各

骨の骨髄像には著 差を認めなかつたと述べている.

 Osgood70)も 正常の人骨髄 では普 通 に赤色髄 を示す

部 位な らば同一骨又は同一人の他部位間の骨髄の組

成は相似 たものであると述べている.

以上,解 剖学的 には骨髄の部位により赤色髄,黄

色髄 を示す相異が指摘 されてお り,一 方穿刺 によ る

骨髄像では大差が ない というのが大方の意見の如 く

である.

次に骨髄 機能の面か ら部位的相 違の有 無を見た研

究 につ いて は,塙 本36)が 正 常 家 兎 骨 髄 糖 量 を

Hagedorn & Jensen氏 法 に よ り測定 し,同 一の大

腿骨では骨髄糖量は骨端骨幹両部の間に大差がない

と論 じ,更 に正常家兎の骨髄 糖原質量を須藤氏法に

より測定 し,大 腿骨の骨端骨幹両部の間に認むべ き

差がないと報告 しているが,長 管骨 と短骨,扁 平骨

の比較はなされ て いない.又 津田24)は 正常家兎骨

髄酸素消費量を大腿骨の骨端部 と骨幹部 で比較 し,

著差な しと結論 し,最 近石橋2)は 家 兎 大 腿骨骨髄

の骨端,骨 幹両部の呼吸値 並びに鎌気性解糖値を彼

の ボー リング法によ り比較 して推計学的検定を行 い,

有意の差を認めなかつたと述べてい る.こ れ らの一

連の実験 は大腿骨 にのみ限定せ られてお り,大 腿骨

の幹部,端 部で差がないと云 う事 は私の成績に一致

してい るが,何 れ も長管骨 と扁平骨の比 較は行われ

て いない.副 島22)はP32をtracerと して,燐 が

細胞活動のエネルギー代謝 に関与する重大因子であ

るので,或 る組織 の燐の動きを把握す ることによ り

組織細胞 の活動状態を察知す る事が 出来 るとし,動

物 に与え られたP32は 細 胞 間 液のPと 交換が進行

し,更 に組織細胞 のPと 置換が行われ るので,骨 髄

に於て も核酸代謝の旺盛な部位,即 ち造血機能の旺

盛な部位ELはPの 置換が高度に行われ る筈でありと

し,成 熟家兎では造血機能 は短骨群,就 中脊椎に旺

盛であ り,長 骨で は上腕骨が相当の高機能を有す る

と結論 している.最 近前 田43)は 生 後2カ 月 の正常

家兎の骨髄体外組 織培養を部位別に行い,そ の機能

を観察 してい るが,そ れによると,部 位は大腿骨幹

部,上 腕骨,脛 骨,橈 骨,〓 骨,肩 胛骨について検

討 してお り,増 生面積については培養後3時 間 と6

時間では大腿骨幹部が最 もよ く増生 し,上 腕骨,脛

骨,〓 骨,肩 胛骨,橈 骨 の順に低 くな る傾向が あり,
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12時 間目では〓骨,大 腿骨幹部,上 腕骨,肩 胛骨,

脛骨,橈 骨 の順に,又48時 間後では肩胛骨,大 腿骨

幹部,〓 骨,脛 骨,上 腕骨,橈 骨の順 に増生面積 は

低下の傾 向を示 してお り,特 に橈骨骨髄は終始非常

に低機能を示 してい る.各 部位の墨粒 貪食能につい

ては培養後5時 間で〓骨,大 腿骨幹部,上 腕骨,肩胛

骨,脛 骨,橈 骨の順で低機能を示 し, 24時 間 目まで

この順位を保持 している.遊 走速度に関 しては培養

後3時 間で大腿骨幹部,脛 骨,肩 胛骨,上 腕骨,〓

骨,橈 骨の順で低機能を示し, 24時 間では大腿 骨幹

部,上 腕骨,肩 胛骨,〓 骨,脛 骨,橈 骨の順位で低

機能 なる事を示 している.そ して骨髄体外組織培養

で明 らかに橈骨骨髄 の機能の低 い事を確認 してい る.

即 ち前田43)の 実験に於て最 もよ く,そ の部 位の機

能を表現され得 るものと思われ る増生面積の培養後

3時 間, 6時 間の成績が,私 の骨髄 酸素消費量の部

位的関係 に符合 しているのは興味深い事 である.

次 に長 管骨群 と扁平骨群の2実 験に於て前者 の大

腿骨幹部 のQO2が4.42±0.33,後 者 のそれは5.16

±0,45で あ り,家 兎撲殺後よ り振 盪 開始までの時

間,即 ち死後経過時間に関 しては上原6)他 の報告が

あ り,明 らかに死 後経 過時間 によ りQO2は 影響 さ

れ るので, 2実 験共実験 方法の項で述べ た如 く,大

約2時 間半よ り3時 間後に振盪開始が出来 る様に一

定 したので,季 節的影響を も考慮す る必要 ありと考

えて推計学 的検定を行つた所有意の差を認 めた.

組織呼吸の季節的影響 に関 しては文献は少い.福

田39)は 人白血球 像 の季 節 的変動か ら自律神経緊張

状 態の変動を調べて夏は最 も副交感 神経緊張が亢進

し,冬 は最 も交感神経の緊張が亢進 すると結論 して

いる.尾 西9)は 小児に於て血液成分 の変動 と季節及

び体質に関 して研 究 し夏 季 はK量, Ca量 の減少,

好酸球の増 加,冬 季 はK量, Ca量 の増加,好 酸球

の減少を認 め,夏 季は副交感 神経緊張状態 にあ り,

冬季は交感神経緊張状態にあると述べて何れ も血液

成分に季節差のある事を認めてい る.大 柴7)は 成 人

男子基礎代謝の面か ら冬季の方が夏季より約10%高

い事を述べ,又 冬季に於いても食餌 を一定 に して外

出制限 し,約30℃ の室に毎 日生活 させ ると約1週

間で夏季の値 に近づ くと述べてい る.

崎 田18)は 白鼠 の 甲状 腺,腎 上体,下 垂体,大 脳

皮質の酸素消費量を季節的に調べ,甲 状腺 下垂体で

冬季には夏季よ り増加 し,而 して前者は夏季の2倍,

後者 は夏季の酸素消費量の1.6倍 であると述べてい

る.又森48)は 白鼠の肝,腎 の組 織 呼 吸に季節的変化

ある事を認め,両 組織共 冬季 に最高で夏季に最低で

あつたと云 う.津 田24)は 骨髄 酸 素消費量が冬季の

方が夏季よ りも稍々高い値を示す事に言及している.

以上の諸家の云 う如 く,私 の実験に於ても家兎骨髄

酸素消費量が明 らか に冬季に高 く,夏 季に低い値を

来 し,推 計学的 に有意の差を認めたのである.

以上 より家兎 に対 して何 らかの操作 を加えて,そ

の骨髄 の酸柔 消費量を見る場合は同一季節に於ける

対照実験 を必要 とす るものと思 われる.又 家兎の骨

髄 の使用すべ き部 位 としては同一部位で比較せられ

る事が必 要であ り,切 片作製の上か らは大腿骨(幹

部,端 部何れ も可)が 容易でもあ り最 も推奨せられ

るべ き部位 と考える.

第5章　 結 論

正常家兎骨髄 の酸素消 費 量 を部位別にWarburg

氏検圧計を用いて測定 した所,

1)長 管骨群で は大腿骨,上 腕骨,脛 骨,橈 骨の

順 に順次値が小 となつた.次 に大腿骨及び上腕骨に

ついてその端部 と幹部の酸素消費量の比較をした所,

端部の方が稍々高かつたが,推 計学的には有意差が

なかつた.そ して大腿骨幹部,大 腿骨端部,上 腕骨

幹部,上 腕骨端部,経 骨,橈 骨の6部 位相互間での

15組 の比 較で, 10組 に有意の差が認められた,

2)肩 胛骨及び〓骨(扁 平骨群)に ついて酸素消

費量を測定 した所,〓 骨の方が肩胛骨より稍々高値

を示 したが,推 計学的に有意の差はなかつた,そ し

て肩胛骨,〓 骨の両者 とも大腿骨幹部より低値を示

し,且 つ大 腿骨幹部 とは有意の差を認めた.

3)エ ーテル溶性脂質重量は長管骨群 に於ては橈

骨骨髄 が最高率 を示 した.

4)夏 季実験 と冬季実験 には大腿骨幹部の酸素消

費量に於て季節的 な有意差を認め,冬 季の方が夏季

より高い値を示 した.

以上 より正常家兎骨髄 酸素消費量を各部位間で比

較 して,正 常時 に於てすで に有意の差が存在する事

を知つ た.

擱筆す るに臨み御指導御校閲を賜つた恩師平木教

授 に衷心よ りの感謝の誠を捧げるとともに,共 に研

究室 にあ りて終始 御懇篤な る御指導を戴いた上原講

師に深謝す.

(本論文の要旨は第18回 日本血液学会総会に於て

発表 した)
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Regional Observations on the Oxygen Consumption of the 

Rabbit Bone Marrow

Part 1. The Normal Rabbit Bone Marrow

By

Gozi TAIRA

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

The author has investigated the oxygen consumption in various regions of normal rabbit 
bone marrow by using Warburg's manometer. The results obtained can be summarized as 
follows:

1. In the long bone group, the oxygen consumption was greatest in the femur, followed 
by the humerus, tibia and radius in the order mentioned. The value was slightly greater in 
the epiphyseal part than in diaphyseal one, but stochastically no significant difference could 
be found between the diaphysis and epiphysis of both the femur and humerus. Of the 15 sets 
of comparisons made at six diffesent parts, namely, the diaphyseal and epiphyseal parts of 
the femur and humerus, and the tibia and radius, ten sets showed significant differences.

2. The O2-consumption was slightly greater in the hip-bone than in the scapula (in the 
flat bone group), but no significant difference could be found between the two values. Both 
bone marrow showed lower values than the diaphyseal part of the femur, and significant 
differences could be found between the two and diaphyseal part of femur, respectively.

3. The ether-extractable substances in the bone marrow of the long bone group showed 
the highest value in the radius.

4. In general there was a tendency showing a higher oxgen consumption of the bone 
marrow in winter than in summer; and significant differences could be found between the 
values in summer and in winter in the diaphyseal part of the femur.


